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土地・建物の推移
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■ 一般会計と投資的経費の推移 

一般会計と投資的経費の推移
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■ 主な施設の状況 

施 設 名 
施設

数 

総延べ床面積

(㎡) 

平均床面積

(㎡) 
備    考 

保育園 44 26,881.54 610.94  

児童館 41 25,253.03 615.93 児童青少年センター除く。 

小学校 44 237,420    5,395.91  

中学校 23 148,956    6,476.35  

ゆうゆう館 
（敬老会館） 

31 7,204.60 232.41  

図書館 11 13,959.78 1,269.07 中央図書館除く。 

地域区民センター 7 24,380.23 3482.89  

杉並公会堂 1 9,846.27  RC・SRC 造一部 S造/地下 2階地上 4階建 

区では、基本構想に基づき計画的に施設を整備してきました。 １ 

１７年度末で土地１７０万㎡、建物８０万㎡を保有しています。 ２ 

３ 

４ 

５ 

建物の建設などに使う投資的経費は、一般会計の約６％です。 

保育園、児童館の利用者は増加しています。小・中学校の児童生徒

数は、ピーク時の半分以下になっています。 

杉並公会堂は、公共的なホールとしては全国初となる PFI（民間資金

活用）事業で整備しました。 

１．施設整備の推移と現状 



３ 

� 保育園は、高井戸保育園（平成 16年 4月から）、高円寺北保育園及び荻窪北保育園（平

成 18年 4月から）に指定管理者制度を導入し、現在 3園を公設民営で運営しています。

施設の老朽化等に伴い改築等が計画化されている園を基本に、公設民営化を実施するこ

ととしています。 

� 児童館は、子供の安全を脅かす事件の多発や多様化する子育てニーズへの対応を求める

声が高まる中、「杉並区児童館等のあり方検討会」検討結果報告（平成 18年 12月）を

踏まえ、今後地域の子育て支援の拠点としての機能強化等の具体化方針を策定し、可能

なものから実現を図っていきます。 

� 小・中学校は、「杉並区小中学校適正配置基本方針（平成 16年 7 月）」をもとに、平成

18年 2月には「杉並区立小中学校第一次適正配置計画（小学校の統合）」を策定し、杉

並第五小学校と若杉小学校を平成 20年 4月に統合することとしました。 

� ゆうゆう館（敬老会館）は、平成 17年 9月「新たな時代の敬老会館のあり方検討会」

において今後の方向性等が検討され、「生涯現役社会への地域拠点」として活用を図る

こととしました。名称も新たに公募し、「ゆうゆう館」とすることとしました。 

� 図書館は、成田図書館は平成 17年度から、平成 17年 11月に開館した方南図書館は開

館時から、それぞれ業務委託により運営しています。平成 19 年度には、成田図書館及

び阿佐谷図書館に指定管理者制度を導入し、南荻窪図書館を業務委託により運営します。 

� 杉並公会堂は、ＰＦＩの事業方式としてＢＯＴ方式（ＰＦＩ事業者が資金調達、施設建

設、契約期間にわたる管理・運営を行い、資金回収した後に区にその施設を譲渡移管す

る方式）を採用し、平成 18年 6月オープンしました。 
 

■ 区立小中学校児童生徒数・学級数の推移 

区立小学校児童数・学級数の推移
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■ 施設維持費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

� 光熱水費は、平成 13年 10月に ISO14001の認証を取得し、取組を進めたことにより

減少した後、横ばいの傾向にあります。 

� 修繕費は、施設の開設年次や目的により年度間に大きなばらつきが生じています。 

� 清掃費や機械保守費などの委託費は、標準仕様書の作成等により削減に努めました。 

� その他委託料は、高齢者在宅サービスセンターの利用料金制導入（15年度）・民営化(16

年度)などにより、大幅に減少しました。 

区所有建物の施設維持費のうち、その他の委託料は高齢者在宅サー

ビスセンターの利用料金制導入（15 年度）・民営化(16 年度)などに

より、大幅に減少しました。 

１ 

２ 一施設あたりの人件費を加えた年間の施設管理経費は、保育園が約

１億８千万円、小中学校が約８千万円、児童館が約６千万円となっ

ています。 

※用語の定義 

●「施設維持費」と「人件費」を加えたものを「施設

管理経費」とします。 

 

２．施設コストの現状 

施設維持費の推移
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■ 主な施設の施設管理経費 

主な施設１施設あたりの施設管理経費（平成１４・１７年度）
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グラフ注 

＊1:施設維持費は、光熱水費、修繕費、清掃費、機械保守費、警備委託

費及びその他委託料とした。 

＊2:人件費は、その施設に従事している区の職員の平均賃金で算出し

た。 

 

●小中学校に設置した防犯カメラ 

●杉並公会堂大ホール 

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

 

障
害
者
施
設

 
ゆ
う
ゆ
う
館

 

（敬
老
会
館
） 

児
童
館

 

保
育
園

 

小
中
学
校

 

地
域
図
書
館

 

地
域
体
育
館

 



６ 

 

 

 

 

 

■ 用途別施設面積 

●区が保有する施設のうち、約半分が一般施設、残りの半分が学校施設です。 

用途別施設面積（㎡）

保養所・校外施設
18,226

図書館 18,378

保健所等 12,883

障害者施設 11,278

職員用施設 6,119

備蓄倉庫 3,482

住宅 77,553

その他 42,830

保育園 27,680

高齢者施設 26,658
養護学校 4,195

健康学園 1,903

中学校 150,160

小学校 234,603

幼稚園 4,059

一般施設
 406,575

児童館 28,274

庁舎等 74,952

運動施設 24,041

集会施設, 34,221

平成２２年ごろから、建築後５０年の耐用年数を迎える施設が増え

てきます。 
１ 

小中学校の耐震改修工事は、改築対象になったもの以外は平成１７

年度に完了しました。 
２ 

３ 

４ 

小中学校の改築経費を想定すると、平成２２年に約９０億円、平成

２５年からは毎年約８０～１３０億円かかります。 

学校を含めた全施設の改修経費は、毎年３０～５０億円かかります。 

３．施設の改築・改修経費 

●校庭緑地化や壁面緑化などの実例（杉並第七小学校） ●壁面緑化と庇の詳細（杉並第七小学校） 
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■ 年次別整備状況 

施設整備面積の推移
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■ 今後の改築費の想定 

今後20年間の改築費
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■ 今後の改修費の想定 

今後20年間の施設改修費
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登録印刷物番号 

18－0173 

施設の建設は、統廃合や再配置を含めて適切な選択・ 

優先順位付けを行なう必要があります。 

 

１ 

今ある施設は、計画的に維持保全し、少しでも長く活用していく必

要があります。 
２ 

３ 
施設の維持管理は、民間の活力やノウハウを活用した効率的な方法

を検討・実施していく必要があります。 

４．今後の施設整備のありかた 
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政策経営部 企画課 

〒166-8570 杉並区阿佐谷南 1-15-1 

TEL03-3312-2111(大代表) ●この印刷物は、再生紙を使用しています。 

� 区民ニーズ 

� 社会経済環境の変化 

施設要望 

基本計画 

� コスト 

� 費用対効果の検討 

2(1)施設の選択・優先順位付け 

施設の

廃止 

施設の新設 

 2(2)ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄをふまえた施設計画 

既存施設の活用・用途変更 

既存施設の改修 

3(1)計画的な維持保全 

3(2)大規模施設の計画的設備改修 

4 効率的な施設管理体制の整備 

施設整備のフローチャート 


